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各教科の評価・評定の方法 
 

「各教科の評価・評定の方法」は、学習状況などについての評
価や評定を生徒の皆さんや保護者の方に理解していただくための
ものです。この方法を理解することで、どの内容について努力す
ることが必要なのか、どのような点を改善すればいいのかという
ことを見つけ出して下さい。 
 次のページからは、各教科の学習内容・主たる評価規準・評価
方法・評価の観点が記入されています。 
① 学習内容 
 学習する具体的な単元名や内容が記入してあります。 
② 主たる評価規準 
 学習指導要領に示された目標に照らして、学習内容に即した評
価の規準を明らかにしたもので、主に重点的に評価する項目が
記入してあります。 

③ 評価方法 
  定期テスト・小テスト・レポート・ノート点検・実技テストな
ど、主たる評価規準に即した評価方法が記入してあります。 

④ 評価の観点 
  各教科の評価の観点が、評価規準、評価方法と関連させて記入
してあります。 

 

１学期の通知表の見方 
 
□各教科の学習の記録 
① 観点別学習状況の評価（分析的な評価） 
 観点別学習状況の評価は、学習指導要領に示されている各教
科の目標に照らし合わせて、その実現状況を観点ごとに評価し、
Ａ、Ｂ、Ｃで記入してあります。 
  評価の観点は 
「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」の３つです。この３つの観点は、同等の重みづけで評価
されます。 

② 評定（総括的評価） 
評定は、学習指導要領に示されている各教科の目標に照らし

合わせて、その実現状況を総括的に評価し、５段階で記入して 
あります。評定は観点別学習状況の評価を総合して、算出した
ものです。 

 
       

＊観点別学習状況の評価と評定 

観点別学習状況の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評 定 

 十分満足できる Ａ 
特に高い程度のもの ５ 

十分満足できる ４ 

 おおむね満足できる Ｂ おおむね満足できる ３ 

   努力を要する Ｃ 
努力を要する ２ 

一層努力を要する １ 

  
 

観点別学習状況の評価のＡには評定５、４の要素が含まれ、Ｃに
は評定の２、１の要素を含んでいます。観点別学習状況の評価が、
ＡＡＡの場合、評定が４または５になることがあります。また、
ＣＣＣでは評定１、２になることがあります。 
 
□特別の教科 道徳 
 学習状況から、生徒の成長を見取り、年度末に文章で記入しま
す。 

 

□総合的な学習の時間の記録 
  総合的な学習の時間の記録は、学習活動・観点・評価を記入し
ます。また、「武蔵野市民科」の取り組みについての評価もこ
の欄に記載されます。３年生は２・３学期、１・２年生は３学
期に表記されます。  

 

□特別活動の記録 
  学級・生徒会活動・学校行事、所属の部活動などの記録です。 
 

□総合所見 
 生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見を示します。たとえ
ば、各教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動・行動に関す
る事実・進路などの所見及び、生徒の特徴、学校内外における奉
仕活動、表彰を受けた行為や活動などがあります。 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 国語科    担当 中川 りか 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

見えないだけ ・詩の内容が効果的に伝わるように工夫して朗読しようとしている。 

 
提出物 

 
発表 

 
小テスト 

 
定期考査 

 
観察 

 
 

○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
 

○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
 

○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 

アイスプラネット 
・登場人物の人物像や登場人物同士の関係を文章から読み取り、設定の仕方につい
て、考えたことを伝え合おうとしている。 

文法 
・自立語にどんな品詞があるかを知り、それぞれが文の中で果たす役割について理解
を深めている。 

意見を聞き、整理して
検討する 

・発言者の立場を踏まえ、それぞれの意見と根拠を整理して考えをまとめている。 

魅力的な提案をしよう 
・重要なことが効果的に伝わるように話の構成を工夫している。 
・提案内容が視覚的にもわかりやすくなるよう工夫している。 

枕草子 
・現代語訳や語注を手がかりに「枕草子」を読み、作者のものの見方や考え方を捉え
ている。 

クマゼミ増加の原因を
探る 

・文章中の図表やグラフが何のために示されているのかを、対応する文章を基に考え
ている。 

書写 
・漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解して、読みやすく速く書いてい
る。 

情報整理のレッスン ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使っている。 

熟語の構成 ・熟語の構成を意識しながら、漢字を読んだり書いたりしている。 

短歌に親しむ・短歌を
味わう 

・自分の思いが伝わるように、学習した短歌の形式や表現の工夫を参考にして短歌を
作っている。 

言葉の力 ・言葉に対する筆者の考え方について自分の考えをもち、話し合っている。 

類義語・対義語・多義
語 

・類義語・対義語・多義語の概念について、具体例を当てはめて理解している。 

メディアの特徴を生か
して情報を集めよう 

・メディアの特徴を踏まえ、情報の信頼性を判断するために必要なことについてまと
めている。 

読書を楽しむ 
・本には、さまざまな立場や考え方が書かれていることを理解し、本の魅力や感想を
共有しようとしている。 

漢字・語句 ・学習した漢字・語句について理解している。 

すべての学習内容を通
して 

・課題の提出状況、自主学習、発問に対する応答ができている。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 社会    担当 河 太久哉 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

【歴史的分野】 

第３章 中世の日本 

 

 

 

 

 

第４章 近世の日本 

・元寇、南北朝の争乱と室町幕府、日明貿易、琉球の役割などを基に、東アジア世界と密接な関わりが見られ

たことを理解している。諸産業の発達、畿内を中心とした都市や農村における自治的な仕組みの成立、武士

や民衆の多様な文化の形成、応仁の乱後の社会的な変動を基に、民衆の成長を背景とした社会や文化が生ま

れたことを理解している。 

・武士の政治への進出と展開、東アジアにおける交流、諸産業の発達などに着目して事象を相互に関連付け

るなどして、中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現している。 

・中世の日本について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

・ヨーロッパ人の来航、織田・豊臣による天下統とその当時の外交や生活文化、江戸幕府の成立と大名統制、

幕府の対外政策、産業や交通の発達、町人文化の形成などをもとに近世の時代の特色の変化とその背景につ

いて理解している。 

・近世の日本を大観して、時代の特色を多面的・多角的に考察し、表現している。 

・近世の日本について、よりよい社会の実現を視野にそこで盛られる課題を主体的に追及、解決しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

授業観察 

 

ワークシート 

 

ノート 

 

ワーク 

 

その他の提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

【地理的分野】 

6章 オセアニア州 

 

第 3部 日本のさまざまな地域 

第 1章 地域調査の仕方 

第 2章 日本の地域的特色 

・オセアニアの国々が、ヨーロッパの国と密接な関係を保ちながら、近年アジアとのつながりを深め、多文

化社会を進めている理由や課題を多面的・多角的に考察している。オーストラリアやニュージーランドの多

文化社会に着目しながら、オセアニア州の地域的特色や新たな課題を主体的に追究しようとしている。 

 

・地図や景観写真、統計資料などを的確に読み取る技能や、地域調査を行う視点・方法を理解している。 

・日本の地理的特色を自然環境や人口、資源・エネルギー、産業、交通・通信の視点から様々な

資料を選択して読み取り、理解している。また、それらの地域的特色がどのように変化し、どの

ような課題を抱えているか多面的・多角的に考察し、表現している。 

 



令和 8年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 数学    担当 津口・野口・見崎 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１章 式の計算 

１ 式の計算 

２ 文字式の利用 

 

・単項式や多項式、同類項の意味を理解している。 

・簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法の計算をすることができる。 

・具体的な事象の中の数量の関係を文字を用いた式で表したりし、式の意味を読み取ったりする 

ことができる。 

・文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明できることを理解している。 

・目的に応じて、簡単な式を変形することができる。 

・具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関連付けて、整式の加法と減法及び単項式の乗 

法と除法の計算の方法を考察し表現することができる。 

・文字を用いた式を具体的な場面で活用することができる。 

・文字を用いた式の意味と必要性を考えようとしている。 

・文字を用いた式について学んだことを生活に生かそうとしている。 

・文字を用いた式を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。 

 

授業内の発言・態度 

 

授業ノート 

 

ミライシード 

 

問題集(リピート) 

 

定期考査 

 

テスト後の直し 

   レポート 

 

確認テスト等 

（単元テスト等） 

 

休み明けテスト 

(春休み) 

 

授業の振り返り 

(フォーム) 

 

単元ごと 

課題レポート 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

〇 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

〇 

２章 連立方程式 

１ 連立方程式と 

その解き方 

２ 連立方程式の利用 

・二元一次方程式とその解の意味を理解している。 

・連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解を理解している。 

・簡単な連立方程式を解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目し、連立二元一次方程式をつくることができる。 

・一元一次方程式と関連付けて、連立二元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。 

・連立二元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。 

・連立二元一次方程式の必要性と意味を考えようとしている。 

・連立二元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 

・連立二元一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。 

 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 理科      担当  髙橋 亮 ・ 仙洞田 陽子 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

生物の細胞 

・生物の細胞の観察に取り組み、植物細胞と動物細胞の基本的なつくりの共通点と

相違点を見出すことができる。生物は細胞呼吸によって活動のエネルギーを取り出

していることを理解し、細胞呼吸に必要な物質や発生する物質について説明でき

る。 

定期考査 

 

小テスト 

 

実験レポート 

 

ノート・ファイル 

 

ワーク提出 

 

課題提出 

 

授業態度 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

〇 

植物の体のつくりと

はたらき 

・いろいろな植物の葉・茎・根のつくりの観察を行い、観察の結果にもとづき、葉・

茎・根のつくりの基本的な特徴を見いだすことができる。 

・光合成・蒸散に関する実験の結果と関連付けて、葉のつくりとはたらきを総合的

に理解できる。 

  

電流と電圧 

・電流回路をつくり、電流計や電圧計、電源装置などの操作技能を習得しながら、

回路の電流や電圧を測定する実験を行い、各点に流れる電流や各部に加わる電圧の

規則性を見いだして表現する。また、電流・電圧、電流のはたらきの基本的な概念

や原理・法則を理解する。日常生活と関連づけて、電流とその利用に関する事物・

現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究して

いる。 

電流と磁界 

・磁石や電流による磁界の観察を行い、磁界を磁力線で表し、コイルのまわりに磁界が

できることを理解する。磁石とコイルを用いた実験を行い、磁界中のコイルに電流を流

すと力がはたらくこと、およびコイルや磁石を動かすことによって電流が得られること

から、電流と磁界の規則性や関係性を見いだして表現する。電流と磁界に関する事物・

現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究している。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第 ２ 学年  教科名  音楽   担当 糟谷 小枝子 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 
思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

歌唱「夏の思い出」 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりについて理解している。 

・創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け，歌唱で表している。 

・音色，リズム，旋律，強弱，形式を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲に

ふさわしい歌唱表現としてどのように表すかについて思いや意図をもっている。 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりに関心をもち，音楽活動

を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

ワークシート 

実技テスト 

定期テスト 

 

○ ○ ○ 

歌唱「翼をくださ

い」 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。 

・創意⼯夫を⽣かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌

う技能を身に付け，歌唱で表している。 

・リズム，テクスチュア，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を

感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさ

わしい歌唱表現としてどのように表すかについて思いや意図をもっている。 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

ワークシート 

定期テスト 
○ ○ ○ 

鑑賞「交響曲第５番 

ハ短調」 

・曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。 

・音色，リズム，旋律，形式，構成を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲

気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとと

もに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを味

わって聴いている。 

ワークシート 

批評文 

定期テスト 

○ ○  

歌唱 合唱コンクー

ル課題曲 

「時の旅人」 

・曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解している。 

・創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，言葉の発音，身体の使い方な

どの技能を身に付け，歌唱で表している。 

・リズム，速度，旋律，強弱を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感

受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわ

しい歌唱表現としてどのように表すかについて思いや意図をもっている。 

ワークシート ○ ○ ○ 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 美術                 担当 渡辺 美紀子 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

ガイダンス 

 

 

アクリル絵の具で描く 

（風を描く） 

 

 

 

レタリング 

（風に題名をつける） 

 

 

 

 

 

世界の芸術を楽しむ 

 

 

 

 

〇主体的に美術の活動に取り組み、美しく身近なものを

描く表現の学習活動に取り組むことができる。 

 

〇材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じ

て工夫して表すことができる。 

 

〇自分の中にあるイメージを見つめ、様々な表現方法

で形にしていくことで、ものの見え方や感じ方を深め、

広げていくことができる。 

 

〇友達の作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、表現

の意図と工夫について考え、それを自分の作品へ生か

すことができる。 

 

〇発想や構想したことなどを基に、表現する活動を通し

て、材料や用具、表現方法の特性などから制作の手順

を総合的に考えながら、見通しをもって表すことができ

る。 

〇世界の美術作品や表現の特質などから、文化のよさ

や美しさを感じ取ることができ、美術を通した国際理解

や美術文化の継承と創造について考えるなど、見方や

感じ方を深めることができる。 

・授業観察 

 

 

 

 

 

・アイデアノートや鑑賞プリ

ント、振り返りカードなどの

提出物 

 

 

 

 

・作品 

 

 

 

 

 

・定期テスト 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

  〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

  〇 

   

 

   

 

  〇 



令和８年度    第１学期     各教科の評価・評定の方法    第２学年    教科名 保健体育（男女共習）    担当  原口 雅代・関根 満 

※校庭の状況、天候などによって授業内容を変更することがあります。 

学習内容 主たる評価規準 評価方法 

評価の観点 

知識・技能 
思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

体
つ
く
り
運
動 

体ほぐしの運動 

実生活に生かす運動の計画 

・運動を継続する意義、体の構造、運動の減速などについて理解している。 

・自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他

者に伝えている。 

・体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとする、話し合いに貢献しようとする、健康・安全を確保している。 

観察チェック 

（授業中の行動・姿勢 

 発言） 

 

 

 

 

学習カード 

 

 

実技テスト 

 

 

期末考査 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

陸
上
競
技 

短距離走 

リレー走 

中・長距離走 

ハードル走 

・陸上競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などについて理解している。 

・滑らかな動きで速く走ることやバトンの受け渡しでタイミングを合わせることができる。 

・動きなどの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたことを他者

に伝えている。 

・中・長距離を自分に合ったペースで走ることができる。 

・陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとする、分担した役割を果たそうとす

る、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとする、仲間の学習を援助したり、健康・安全に気を配ったりしてい

る。 

体
育
祭
競
技 

大縄跳び 

など 

・体育祭に興味・関心をもち、学級、学年、学校の一員として取り組むことができる。 

・仲間を気遣い、健康・安全に留意しながら取り組むことができる。 

・運動に対して、自己や学級の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己の考えたことを他者に伝えている。 

・勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとする、分担した役割を果たそうとすることができる。 

球
技 

 

【ゴール型】 

バスケットボール 

【ネット型】 

卓球 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを

理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開する 

ことができる。 

・攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えることができる。 

・球技について積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話合いに参加しよう

とする、仲間の学習を援助しようとする、健康、安全に気を配ることができる。 

[バスケットボール]ボール操作と空いた場所をめぐる攻防ができる。 

[卓 球]ボールやラケットの操作と次の打球位置への身体移動などによって空いた場所をめぐる攻防ができる。 

水
泳 

自由形・平泳ぎ 

背泳ぎ・時間泳 

・各泳法において、手と足、呼吸のバランスをとり泳ぐことができる。 

・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身につけることに積極的に取り組んでいる。 

・特性や成り立ち、技術の名称を理解できる。・健康や安全に気を配り、水泳の事故防止に心がけることができる。 

・時間泳では自己に合わせたペースを考え粘り強く最後まで泳ぐことができる。 

・泳法を身につけるための運動の行い方のポイントを見付け、課題解決のために練習を工夫できる。 

体育理論 

運動やスポーツの意義や効果と学び方

や安全な行い方 

・スポーツが体と心に及ぼす効果について理解している。 

・日常生活でのスポーツの実践への意欲を持っている。 

保健分野 

傷害の防止 

・応急手当を適切に行うことによって、傷害の悪化を防止することができること、心肺蘇生法の行い方につい

て理解している。 

・傷害の防止について、危険の予測やその回避の方法を考えているとともに、それらを表現している。 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 技術・家庭科（技術分野）  担当 沖崎 太朗 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

生物育成に関する

技術 

 

１．生物育成の技術

の原理・原則 

 

２．生物育成の技術

による問題解決 

 

３．社会の発展と生

物育成の技術 

○生物育成の意味とその目的、人間生活に果たす役割を知る。生物育成

の技術に込められた問題解決の工夫について考えられる。 

 

○作物が生育する条件を知る。育成する作物に適した環境条件を考え、

目的に合わせた栽培計画を立てられる。 

 

○生物育成が社会・環境に与えている影響がわかる。植物の成長の様子

を適切に観察・記録し、成長の状態に合わせて適切な管理作業を行える。

土や肥料の選び方や害虫対策について理解する。 

 

○植物の種類に合わせた種まきの仕方や、間引き、移植・定植、支柱建

て・誘引の仕方について理解する。 

 

○かん水、元肥・追肥、摘芽・摘心・受粉、収穫の仕方について理解す

る。植物を観察し、栄養不足などへの対策を行い、植物の健康の管理が

できる。 

 

○動物の飼育と水産生物の育成について理解する。育成の過程や問題解

決の結果を評価し、改善方法や修正方法を考えることができる。 

 

○生物育成を様々な視点から評価し活用することの大切さについてわか

る。生物育成の技術の最適化やその光と影について考えることができる。 

・授業観察 

  

・作品 

  

・ワークシート

  

・定期テスト 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名 技術･家庭科 家庭分野       担当 山田 佐登美 

 

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･ 

判断･表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

Ｂ衣生活 

１．衣服のはたらきと手

入れ 

① どうして衣服を着る

のだろう 

② 衣服は何でできて

いるのだろう 

③ 衣服の手入れ 

④ 洗濯の準備 

⑤ 洗濯機で洗濯して

みよう 

⑥ 補修や収納・保管 

２．衣服の選択と着方 

①  新たに衣服が必要

になったとき 

② 既製服の選び方 

③ 自分らしい着方 

④  和服の文化にふれ

てみよう 

 

 

・衣服の社会生活上のはたらきがわかる。 

・衣服の用いられている繊維の種類と特徴を理解する。 

・衣服についた汚れの種類がわかり、適切な手入れについて理解する。 

・取扱い表示の意味を理解し、適切な手入れの方法がわかる。 

・衣服の素材に合った洗剤とその適切な量について理解し、洗濯機による洗濯ができる。 

・衣服の状態に応じた手入れのしかたを理解し、適切に行うことができる。 

 

 

 

・衣服の計画的な活用について理解し、衣服の入手について考える。 

・既製服を選ぶポイントがわかる。 

・自分らしい着方を工夫することができる。 

・和服の文化に関心をもち、和服の着方を知る。 

 

授業観察 

 

プリント 

 

レポート 

 

提出物 

 

実習作品 

 

実技テスト 

 

定期考査 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

３．布を用いた作品で生

活を演出 

４．持続可能な衣生活 

布を用いて生活を豊かにするものを考え、工夫して製作することができる。 

・製作に必要な材料・用具・縫い方を知り、活用できる。 

・資源や環境に配慮した衣生活をおくるために工夫できることを考える。 

 



令和８年度 第１学期   各教科の評価・評定の方法   第２学年  教科名  英語  担当  永井・正木・根岸・原口・小川・岡田   

 

学習内容 

 

主たる評価規準 

 

評価方法 

評価の観点 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に 

取り組む態度 

Unit 1 <知識・技能> 動詞の過去形、接続詞 when、「look[sound]+形容詞」などについての理解をもとに、日記の内容を読み取ったり、日記を書いたりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 登場人物の日記を読んで、おおまかな内容を捉えている。身近な出来事等を書き留めて、自分の成長を振り返るために、情報を整理し、日記を書いている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 日記を読んで、おおまかな内容を捉えてようとしている。自分の成長を振り返るために、情報を整理し、日記を書こうとしている。 

授業中の積極性 

 

ペーパーテスト 

（定期考査等） 

 

提出物 

 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝスﾃｽﾄ 

（スピーチ） 

（インタビュー） 

（ライティング） 

     など 

 

リスニングテスト 

○ 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

Daily Life 1 <知識・技能> 依頼の仕方や電話特有の表現等を理解し、電話で何かを頼んだり応じたりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 友達と出かける約束をするために、伝えたい情報を整理して、電話で用件を伝えたり、相手からの質問に答えたりしている。 

<主体的に学習に取り組む態度>友達と出かける約束をするために、伝えたい情報を整理して、電話で用件を伝えたり、相手からの質問に答えたりしようとしている。 

Unit 2 <知識・技能> 動名詞、不定詞の名詞的用法、接続詞 that などを用いて、会話の内容を聞き取ったり、希望や意見を伝え合ったりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 登場人物の話から、企画に必要な情報を聞き取って、したいことや大切だと思うことが伝わるように、企画への希望や意見をその場で伝え合っている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 企画に必要な情報を聞き取って、したいことや大切だと思うことが伝わるように、企画への希望や意見をその場で伝え合おうとしている。 

Daily Life 2 <知識・技能> when、動名詞や不定詞などの意味や働きの理解をもとに、インタビューを紹介したラジオニュースの内容を聞き取る技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> どのようなことが話題に取り上げられているかを知るために、ラジオのニュースを聞いて、おおまかな内容を捉えている。 

<主体的に学習に取り組む態度> どのようなことが話題に取り上げられているかを知るために、ラジオのニュースを聞いて、おおまかな内容を捉えようとしている。 

Unit 3 <知識・技能> 助動詞などについての理解をもとに、旅行の予定などについて書かれたメールの内容を読み取ったり、予定や希望をメールに書いたりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> メールから、用件や返事が必要な情報を読み取り、伝えるべきことを整理し、簡単な語句や文を用いてメールの返事を書いている。 

<主体的に学習に取り組む態度> メールから、用件や返事が必要な情報を読み取り、伝えるべきことを整理し、簡単な語句や文を用いてメールの返事を書こうとしている。 

Daily Life 3 <知識・技能> 数字や時刻・時間、天気、気温の言い方、助動詞 will などの意味や働きの理解をもとに、空港や機内のアナウンスの内容を聞き取る技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 日本行きの飛行機に搭乗できるように、便の変更を知らせる空港アナウンスから、必要な情報を聞き取っている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 日本行きの飛行機に搭乗できるように、便の変更を知らせる空港アナウンスから、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

Let’s Read 1 <知識・技能> 出来事の順序や時を表す語句などの意味や働きの理解をもとに、クッキーを巡る 2 人の男女の物語の内容を読み取る技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 読むことの楽しみを味わうために、クッキーを巡る 2 人の男女の物語を読み、あらすじを捉えている。 

<主体的に学習に取り組む態度> 読むことの楽しみを味わうために、クッキーを巡る 2 人の男女の物語を読み、あらすじを捉えようとしている。 

Daily Life 4 <知識・技能> Shall I 〜?や Would you 〜?など注文のやり取りに特有の表現の意味や働きの理解をもとに、飲食店での注文のやり取りをする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> シンガポールのレストランで朝食を食べるために、メニューをもとに注文のやり取りをしている。 

<主体的に学習に取り組む態度> シンガポールのレストランで朝食を食べるために、メニューをもとに注文のやり取りをしようとしている。 

You Can Do 

It! 1 

<知識・技能> 既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、交換留学生の自己紹介文の内容を読み取ったり、観光プランを書いたりする技能を身につけている。 

<思考・判断・表現> 観光プランを考えるために、必要な情報を読み取り、情報を整理して、観光プランを書いている。 

<主体的に学習に取り組む態度>観光プランを考えるために、必要な情報を読み取り、情報を整理して、観光プランを書こうとしている。 
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